
一関市長定例記者会見 

日時：令和７年３月 10 日（月） 

午後１時 30 時から２時 30 分まで 

場所：特別会議室 

○市長発表事項 

道の駅だいとうのオープンについて 

○その他 
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道の駅だいとうのオープンについて 

大東町渋民地内の国道 343 号沿いに道の駅だいとうがオープンします。 

１ オープン日時 ４月 17 日（木） 正午 

２ 施設概要 

 所在地  一関市大東町渋民字西風 47 番地１ 

 整備手法 道路管理者（岩手県）との一体型  

 敷地面積 9,932 ㎡（市敷地 6,109 ㎡、県敷地 3,823 ㎡） 

 建物面積 地域振興施設（市施設）860.81 ㎡ 

        道路休憩施設（県施設）238.49 ㎡ 

 整備の内容 

  ア 駐車場台数 

72 台（大型車８台、小型車 62 台、車いす用駐車場２台） 

イ 地域振興施設（木造平屋建） 

      物販施設、レストラン、軽食コーナー、情報提供交流スペース、集会室、キッズス 

ペース、トイレ 10 器（男性用３器、女性用７器）イベント広場、オープンテラスなど 

ウ 道路休憩施設（木造平屋建） 

トイレ 16 器（男性用７器、女性用８器、多機能１器）、キッズトイレ、情報発信休 

憩施設、ベビーコーナー 

３ 施設の特徴 

 「道の駅だいとう」の基本コンセプト 

   ひととひと、ひとともの、海と山をつなぎ、未来をひらく「拠点施設
み ち の え き

」 

 沿岸部と内陸部をつなぐ交流の拠点 

国道 343 号は、陸前高田市と奥州市を結ぶ路線であり、その中間に位置する道の駅だ

いとうは、沿岸部と内陸部をつなぐ交流の拠点施設となります。 

 地域の活性化 

地元の特産品である原木しいたけをはじめ、農林産物や地域特産品の販売、観光・イ 

ベント情報の発信を行い、地域産業の活性化を推進します。 

 災害時の防災拠点 

建物の耐震化や非常用自家発電設備、太陽光発電設備による無停電化、貯水槽、備蓄

倉庫などを備え、災害時の防災拠点となります。 

令和７年３月 10 日 

午後１時 30 分 
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 地元産の木材を使用 

施設の一部に一関市産材を活用しています 

４ 事業年度 令和２年度～令和６年度 

５ 総事業費 約 12 億８千万円 

６ 施設の愛称 「室蓬譲水
しっぽうじょうすい

の里
さと

」 

愛称は、名称と合わせて公募を行い、（仮称）国道 343 号渋民バイパス「道の駅」名称

および愛称選考委員会において、応募総数 278 件の中から選定しました。 

大東町の情景を表す言葉として住民にも愛着を持って使われている言葉であり、地域の

特徴を表現している、などの理由から選定したものです。 

※ 「室蓬譲水」とは、室根山、蓬莱山など、この地にそびえる山々の間を清水が譲り合 

うように流れる様になぞらえて、謙譲の美徳を念ずる平和郷を賛美して、郷土の偉人・

芦東山
あしとうざん

が命名したと伝えられている 

７ 管理運営 

  施設の管理運営手法として、指定管理者制度を導入します。 

指定管理者：大東産地直売協同組合  

８ その他 

 ・ オープンに先立ち、開所式を同日午前 10 時から 10 時 50 分まで開催する予定です 

・ 令和７年１月 31 日付け道の駅第 62 回登録で、県内 37 駅目として登録されました 

・ 市内の道の駅は「厳美渓」「かわさき」「むろね」についで４駅目となります 

・ 道の駅の設置数が花巻市および宮古市に並び、県内最多となりました 
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